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Microsoft Virtual Server R2 およびその他の仮想マシン テクノロジを使用した
2005 年 10 月
Microsoftサーバー製品のライセンス
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仮想マシン テクノロジを使用した Microsoft サーバー製品のライセンス
このホワイト ペーパーでは、サーバー オペレーティング システムおよびサーバー アプリケーション向けのマイクロソフトのライセンス モデルに加えられた更新内容の概要を紹介します。また、これらの更新モデルの下でソフトウェアを展開して使用できるように、既存のライセンス ポリシーについても説明しています。これらの更新内容は、デスクトップ オペレーティング システムやデスクトップ アプリケーションには適用されません。これらの更新内容とその説明の目的は、Microsoft® Virtual Server 2005 R2 などの仮想マシン テクノロジを使用した Microsoft サーバー製品の使用方法を説明することにあります。仮想マシン テクノロジを使用しないお客様には、これらの更新内容および説明はあまり重要ではありません。
このホワイト ペーパーで説明する更新内容の多くは、マイクロソフト ボリューム ライセンス以外のチャネルで購入したライセンスに適用されます。ただし、適用される内容に一部違いがあります。マイクロソフト ボリューム ライセンス契約以外の方法でライセンスを取得した場合は、ソフトウェアに記載されている契約条項を参照してください。
このホワイト ペーパーの末尾には、用語の定義が記載されています。仮想マシン テクノロジおよび Microsoft サーバー製品の使用権について理解する上で役立ちますので、これらの用語解説をご覧ください。
x86 および x64 ハードウェア プラットフォームでの仮想マシン テクノロジ
仮想マシン (VM) テクノロジを使用すると、単一の物理的なハードウェア システム (サーバーなど) で複数のオペレーティング システム環境 (OS 環境) を実行することができます (図 1)。VM テクノロジ以前では、サーバー上で同時に実行できるのは 1 つの OS 環境 (サーバーで直接実行される物理 OS 環境) に限られていました (図 2 - A)
。Microsoft Virtual Server 2005 R2 のような現在のテクノロジでは、物理 OS 環境内の OS の最上部に層を作ることにより、同一サーバー上で複数の OS 環境を実行しています (図 2 - B)。VM テクノロジは、仮想化されたハードウェア リソースを仮想ハードウェア システムまたは仮想マシンに配置することで動作します。仮想 OS 環境は仮想マシン上で実行されます。マイクロソフトやその他のベンダが今後発表するテクノロジでは、OS 内で仮想サービスを直接展開し、Hypervisor を使用してサーバー上のそれぞれの OS 環境にリソースを配置することになります (図 2 - C)。Intel および AMD (Adcanced Micro Devices) 製のプロセッサには、2006 年以降、x86 および x64 ハードウェア プラットフォーム上での VM テクノロジのパフォーマンスを向上するテクノロジーが搭載される予定です
。

図 1 - 物理ハードウェアおよび仮想ハードウェアと OS 環境
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図 2 - 物理 OS 環境と仮想 OS 環境
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VM テクノロジのメリットと機能
マイクロソフトは、VM テクノロジの開発と VM テクノロジへの投資を継続し、多くのメリットと機能を提供してまいります。具体的な内容は以下のとおりです
。
運用サーバーの統合: ハードウェアの最大活用とワークロードの統合を通して総保有コスト (TCO) を削減
· レガシ アプリケーションの再ホスティング - VM テクノロジでは、古い OS を必要とするレガシ アプリケーションを VM 上でその古いOSを展開して実行できます。VM は最新のハードウェアや最新の OS を搭載したサーバーで実行できます。このテクノロジを使用すると、アプリケーションをアップグレードしたり ISV サポート ポリシーに抵触することなく、多くのアプリケーションを利用することができます。
· サーバーの統合 - VM テクノロジを使用すると、多数のサーバーで OS の個別のインスタンスとして実行されているさまざまな負荷を少数のサーバーに統合することができます。このテクノロジを使用すると、同一または異なる 種類のOS インスタンス、または同じOSであっても適用されている修正プログラムが異なるOS インスタンスを 1 つのサーバー上で実行することができます。
· リソースのパーティショニング - VM テクノロジを使用すると、OS 環境のリソースに制限を設けることができます。このテクノロジでは、サーバーが持つリソース (プロセッサ、メモリなど) 全体のサブセットのみが特定の OS 環境で使用されるように制限することができます。
ビジネスの継続性の管理: 定期および臨時のダウンタイムの排除
· 負荷の展開と準備 - VM テクノロジでは、OS のインスタンスと、そのインスタンスで実行するよう構成されているアプリケーションを仮想ハード ディスク (VHD) ファイルにパッケージ化することができます。
 ライセンス供与されたサーバーであれば VHD ファイルを直ちに展開し、OSに含まれているワークロードを実行することができます。ネットワーク上の複数のサーバーにまたがる複雑なワークロードについては、関連する VHD ファイルを一緒に展開することですばやく準備することができます。ワークロードは、そのワークロードに関連する VHD ファイルをコピーすることで簡単に複製できます。この機能によって、中央のストレージにワークロードが構成済みの VHD ファイルの中央ライブラリを保存し、必要に応じてそれらをサーバーに展開することが可能になります。
· OS およびアプリケーションのパッチとロールバック - VM テクノロジおよび管理テクノロジを使用すると、事前に構成された OS およびアプリケーション インスタンスを持つ VHD ファイルにオフラインで修正プログラムを適用することができます。更新されたこれらの VHD ファイルは、迅速に運用インスタンスにスワップすることができます。これにより、重要なシステムへの修正プログラムの適用に要する時間が数分にまで短縮されます。その結果、オフライン テストと運用テストの時間を確保できるようになり、高速ロールバックも可能になります。
· バッチ ジョブ - VM テクノロジをスクリプトやスケジューラと共に使用すれば、事前に定義したスケジュールに従ってサーバー上のワークロードを自動的に開始および停止することができます。
· 隔離とサンドボックス - VM テクノロジでは、信頼されていないアプリケーションを実行するための、保護および隔離された OS 環境を作成することができます。適切なセーフガード メカニズムとセキュリティ メカニズムにより、これらの OS 環境をサンドボックスとして機能させ、その他のアプリケーションやサーバー インスタンスがクラッシュしないようにすることができます。さらに、悪意のあるコードが、同一サーバー上またはネットワーク内の別のサーバー上にあるその他の OS 環境に影響を及ぼさないようにするためにもこのテクノロジは貢献します。
· マルチコア プロセッサ
 およびマルチプロセッサ サーバーでのパフォーマンスと信頼性の向上 - VM テクノロジでは、OS 環境の実行をサーバー内の最適なコアまたはプロセッサに継続してシフトすることができます。サーバー全体のプロセシング リソースのサブセットだけを使用するように特定の OS 環境が構成されているときは、必要に応じてこれらのリソースを別々の物理プロセッサに振り分けることができます。
ダイナミック データ センター: 機敏なインフラストラクチャの作成に向けた仮想化のメリットの有効活用
· ワークロードのモビリティ - VM テクノロジでは、OS 環境の実行状態のすべてをカプセル化することができます。この機能があるため、OS 環境を一時的に停止し、関連するVHDファイルを移動することで、実行中のワークロードをライセンス供与されたあるサーバーから別のサーバーに移し、稼動を継続することができます。
開発とテスト: テスト ハードウェアを最大限に活用することで、コストの削減、ライフサイクル管理の改善、およびテスト範囲の拡大を実現
· 開発とテスト - VM テクノロジは、ソフトウェア開発、テスト、およびステージングのそれぞれの環境で強力なツールとして使用できます。このテクノロジでは、ステップごとのデバッグやワークロードごとのパフォーマンスの監視を行うことができます。また、最適なシナリオとハードウェア構成で適切なオペレーションが行われるようにするためのテスト シナリオの作成用に使用されます。さらに、複数のサーバーのネットワークにまたがって実行されるワークロードのオペレーションをシミュレートするためにも使用されます。
Microsoft サーバー製品のライセンス モデルの更新
マイクロソフトは、お客様に VM テクノロジのメリットと機能をご活用いただけるように、サーバーのライセンス モデルを更新します。これらの更新されたライセンスモデルの下でマイクロソフトのソフトウェアを使用する方法をご理解いただけるように、既存のライセンス ポリシーについても説明します。VM テクノロジを使用されないお客様には、ここに記載された更新内容と説明は Microsoft サーバー製品を使用する上であまり重要ではありません。以下のセクションでは、更新内容と説明を 3 つに分け、それぞれについて説明します。
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I. – 概要
以下の表に、既存のライセンス ポリシーから更新されたライセンス モデルの内容と説明の概要をまとめました。このホワイト ペーパーは、お客様のマイクロソフト ボリューム ライセンス契約に記載されている権利義務について細かく説明するものではありません。ライセンス モデルに対する更新は、2005 年 12 月 1 日現在の製品使用権 (PUR) の対象となるすべてのサーバー製品に対する新しいライセンスに適用されます。これらの製品については、12 月 1 日以前に取得したライセンスに今回の更新を適用するかどうかを選択することもできます。ただし、これらの更新のいずれかを既存のライセンスに適用する場合は、すべての更新内容を既存のすべてのライセンスに適用する必要があります。たとえば、Microsoft SQL Server™ 2000 は 12 月 1 日現在の PUR では適用対象外となっているため、今回の更新はこの製品のライセンスには適用されません。Exchange Server 2003 は 12 月 1 日現在の PUR では対象製品となっているため、12 月 1 日以前に取得されたこの製品のライセンスに今回の更新を適用することができます。
	製品
	更新内容および説明

	12 月 1 日現在の PUR に記載される、マイクロソフト サーバー ライセンス モデルに含まれるすべての製品
· Microsoft Windows Server™ 2003
· Exchange Server 2003
· Virtual Server 2005 R2
· その他

	更新内容
· サーバーにインストールして使用できるソフトウエアのコピーの数ではなく、同時に実行するソフトウェアのインスタンス数に対して、ソフトウェア ライセンスが必要になります。
· 各ソフトウェア ライセンスで、そのソフトウェアのインスタンスをお客様のサーバーまたは記憶媒体のいずれかに必要な数だけ作成して格納することができます。ライセンス供与されたサーバーであれば、それらのインスタンスを簡単に実行できるようになります。
説明
· サーバー製品については、ライセンスの下でソフトウェアを使用する前に、そのライセンスをサーバーに割り当てる必要があります。
· 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。
· サーバー製品のソフトウェア ライセンスは再割り当てできますが、短期の再割り当てはできません。つまり、最後に割り当てた日から 90 日間が経過する前に再割り当てを行うことはできません。ハードウェアが故障したためにライセンス供与されたサーバーを廃棄する場合は、この期間内でも再割り当てすることができます。
· 特に明示されている場合を除き、OS 環境が同一のサーバー上にあるとしても、単一ライセンスの下でソフトウェアを分割して複数の OS 環境で実行することはできません。

	12 月 1 日現在の PUR に記載された、マイクロソフト サーバー OS ライセンス モデルおよびマイクロソフト サーバー/CAL ライセンス モデルに含まれる製品
· Windows Server 2003
· Exchange Server 2003
· SQL Server 2005
· その他
	更新内容
· エクスターナル コネクタ ライセンス (EC) ごとに、任意の数の外部ユーザーが特定のサーバー上にあるサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることができます。このとき、アクセスできるインスタンスの数に制限はありません。また、それらのインスタンスがそのソフトウェアの複数のライセンスの下で実行されている場合もこの更新内容が適用されます。
説明
· クライアント アクセス ライセンス (CAL) ごとに、クライアント デバイスなどの特定のデバイス上にある任意の数の OS 環境がサーバー ソフトウェアにアクセスできます。デバイス上の OS 環境ごとに個別のデバイス CALを取得する必要はありません。

	12 月 1 日現在の PUR の管理サーバー ライセンス モデルに含まれる製品
· Microsoft Operations Manager 2005
· Systems Management Server 2003
· System Center Data Protection Manager 2006
· その他
	説明
· 管理ライセンス (OML、CML) ごとに、クライアント デバイスなどの特定のデバイス上にある任意の数の OS 環境をサーバー ソフトウェアで管理できます。管理対象のデバイス上の各 OS 環境を管理するために、別の管理ライセンスを取得する必要はありません。

	12 月 1 日現在の PUR のプロセッサ ライセンス モデルに含まれている製品
· Microsoft BizTalk® Server 2004
· SQL Server 2005
· ISA Server 2004
· その他
	更新内容
· 仮想 OS 環境で実行されるソフトウェアのライセンスは、その仮想 OS 環境で使用される仮想プロセッサの数に基づいて供与されます。サーバー内の物理プロセッサの総数ではありません。
· ソフトウェアを仮想 OS 環境で実行する場合は、特定のサーバー上で仮想 OS によって使用される仮想プロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。仮想プロセッサの総数がそのサーバーに搭載された物理プロセッサの数より多いか少ないかは問いません。
· 物理 OS 環境でソフトウェアを実行する場合は、物理 OS 環境で使用される物理プロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。


マイクロソフトは、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition および SQL Server 2005 の使用権を拡張します。拡張された使用権の要約を次の表に示します。拡張された内容は特定のエディションにのみ適用されます。表に記載のある製品のそれ以前のバージョンには適用されません。
	製品
	使用権の拡張内容

	Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition
	· 同時に実行できるサーバー インスタンスの数は、各ソフトウェア ライセンスとも、1 つの物理 OS 環境で 1 つ、特定のサーバー上の仮想 OS 環境で最大 4 つとなります。

	サーバー/CAL モデルのライセンスを取得した SQL Server 2005 の Workgroup Edition、Standard Edition、および Enterprise Edition
	· 特定のサーバー上の 1 つの物理 OS 環境または 1 つの仮想 OS 環境で同時に実行できるサーバー ソフトウェアのインスタンスの数に、各ソフトウェア ライセンスとも制限はありません。


II.a. – 実行するインスタンスごとのライセンスの取得
更新内容をわかりやすく示すため、更新されたライセンス モデル (更新されたライセンス) についての説明を、従来のライセンス モデル (従来のライセンス) と対比しながら進めていきます。
従来のライセンス
マイクロソフト サーバー ライセンス モデル (プロセッサ ライセンスを除く) の Microsoft 製品使用権においては、個々のソフトウェア ライセンスでサーバー上にソフトウェアを 1 つインストールし、使用することができます。サーバーや記憶媒体でのソフトウェアのインストールおよびコピーごとにライセンスを取得する必要があります。VM テクノロジでは個々の VHD ファイルに OS とアプリケーション ソフトウェアの完全なコピーが含まれるため、このライセンスについてのこの規約は、格納される個々の VHD ファイル用に別々の OS ライセンスとアプリケーション ライセンスが必要であることを意味します。

たとえば次の図 3 – B では、サーバーのハード ディスクにある個々の VHD ファイルに Windows Server 2003 と Exchange Server が含まれている (各 VHD は多くの場合異なるドメインの構成を表します) ため、Windows Server 2003 用に 6 つのソフトウェア ライセンスを取得し、Exchange Server 用に 6 つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります
。ソフトウェアを実行していてもいなくても、ライセンスが必要です。従来のライセンスは、サーバーに格納されているインスタンス (従来は「インストール」または「コピー」とも呼ばれていました) の数に基づいています。この状況は、記憶域ネットワーク (SAN) で Microsoft サーバー製品を使用して中央ライブラリからワークロードを展開する他のシナリオにも当てはまります。たとえば次の図 3 – A では、SAN にある中央ライブラリに 6 つの VHD ファイルが含まれており、個々のファイルに Windows Server 2003 と Exchange Server のインスタンスがあります。追加インスタンスのサポートを必要とするドメインに応じて、2 つの VHD ファイルがライブラリからサーバーへ同時に展開されます。このシナリオでは、Windows Server 2003 用のソフトウェア ライセンスを 8 つ、Exchange Server 用のソフトウェア ライセンスを 8 つ取得する必要があります。SAN に格納される各製品の 6 つのインスタンス用のライセンス、およびサーバー上で実行される各製品の展開されたインスタンス用に、それぞれ 1 つのライセンスが必要です。
 SAN とサーバーは別々のデバイスであるため、インストールまたは使用のためのライセンスをデバイスごとに個別に取得する必要があります。
図 3 - 複数の VHD ファイルがあるサーバー
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更新されたライセンス
VM テクノロジによって提供される展開の柔軟性を活用できるように、マイクロソフト サーバー ライセンス モデルのすべての製品が、実行中のインスタンスごとにライセンス供与されるようになりました。使用権で、サーバー上でそのソフトウェアがインストールされ使用される回数が指定されるのではなく、1 件のライセンスによって、特定のサーバーでソフトウェアの一定数のインスタンスを同時に実行する権利が与えられます。
使用権では、まず取得したソフトウェア ライセンスを特定のサーバーに “割り当てる” 必要があることが定められています。
 ソフトウェア ライセンスが特定のサーバーに割り当てられると、状況は以下のようになります。
· そのサーバーは、そのソフトウェア ライセンスの “ライセンス取得サーバー” となります。
· お客様は、ライセンスの規定に従って、ライセンス取得サーバーでソフトウェアのインスタンスを実行することができます。
· お客様は、任意のサーバーや記憶媒体に、任意の数のソフトウェア インスタンスを作成し、格納することができます。
たとえば、Exchange Server の個々のライセンスによって、任意のサーバーや記憶媒体に任意の数の Exchange Server インスタンスを作成する権利
と、一度に 1 つの Exchange インスタンスを実行する権利が与えられます。そのインスタンスは物理 OS 環境または仮想 OS 環境 (ライセンス取得サーバー上に限られます) で実行できます。次の図 4 に示すように、Exchange Server ライセンスをサーバー A に割り当てた場合、Exchange Server の 1 つのインスタンスを 1 つの物理 OS 環境 (図 4 - A) または 1 つの仮想 OS 環境 (図 4 - B) で実行することができます。
図 4 - 物理 OS 環境または仮想 OS 環境における Exchange Server インスタンスの実行
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従来のライセンスを使用した中央ライブラリ シナリオを見ても、更新されたライセンスによって展開の柔軟性が高まることがわかります。次の図 5 では、8 つのライセンスを取得する必要はなく、Windows Server 2003 の 2 ライセンスをサーバー A に割り当てるだけです。これは、同時に実行される Windows Server 2003 のインスタンスが 2 つだけだからです。Exchange Server についても同様に、8 つのライセンスを取得する必要はなく、2 ライセンスを割り当てるだけで済みます。これは、同時に実行される Exchange Server のインスタンスが 2 つだけだからです。また、それらのライセンスをサーバー A に割り当てると、サーバーのハード ディスクや SAN
 といった任意のサーバーまたは記憶媒体に、任意の数の Windows Server 2003 インスタンスと Exchange Server インスタンスを作成できます。
図 5 - 中央ライブラリ シナリオへの更新されたライセンスの適用
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ソフトウェアのインスタンスの移動
更新されたライセンスでは、サーバー間でワークロードの移動が発生するデータ センターで、Microsoft サーバー製品をより簡単に使用できるようになります。この種類の移動は、サーバー ブレード、ラックマウント サーバー、または VM テクノロジを使用しているデータ センターで発生することがあります。更新されたライセンスによって、テクノロジを問わず、ライセンス取得サーバー間でソフトウェアのインスタンスをより簡単に移動できるようになりました。
たとえば、次の図 6では、サーバー A とサーバー B に、それぞれ Windows Server 2003 のライセンス 1 つと Exchange Server のライセンス 1 つが割り当てられています。ワークロードのニーズに応じて、論理ドライブをSAN からサーバー A またはサーバー B にリダイレクトするができます。ただし、サーバー A で同時に実行できるのは、Windows Server 2003 のインスタンス 1 つと Exchange Server のインスタンス 1 つのみです。同様に、サーバー B で同時に実行できるのは、Windows Server 2003 のインスタンス 1 つと Exchange Server のインスタンス 1 つのみです。
図 6 - サーバー間のソフトウェア インスタンスの移動
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次の図 7 は、VM テクノロジを使用してラック内のサーバーから他のサーバーへ移動された Microsoft サーバー製品のインスタンスについての、同じ事情を表しています
。ラック内のサーバー A とサーバー B には、それぞれ Windows Server 2003 および Exchange Server のライセンスが割り当てられています。これらのサーバーでは、任意の Windows Server 2003 のインスタンスおよび任意の Exchange Server のインスタンスを実行できます。それらのインスタンスが最初に作成されたデバイスや現在格納されているデバイスがどれであるかは問題ではありません
。
図 7 - ラックマウント サーバー間でのソフトウェア インスタンスの移動
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ソフトウェア ライセンスの再割り当て
ソフトウェアのインスタンスをサーバー間で移動することと、ソフトウェア ライセンスを他のサーバーに再割り当てすることは同じではありません。ソフトウェアのインスタンスの移動は、ソフトウェアそのものをサーバー間で移動することです。ソフトウェア ライセンスの再割り当ては、ライセンスを他のサーバーに指定して、そのソフトウェアを実行できるライセンス取得サーバーにすることです。
たとえば、次の図 8 では、インスタンスがサーバー A からサーバー C へ移動し、それらのインスタンスを実行するためのライセンスはサーバー A からサーバー C に再割り当てされています。サーバー C は、再割り当てを行うまでは適切なライセンスを割り当てられていないため、それらのインスタンスを実行できません。ライセンスをサーバー A からサーバー C に再割り当てすると、サーバー C は新たにライセンス取得サーバーとなり、Windows Server 2003 と Exchange Server のインスタンスを実行できるようになります。この時点で、サーバー A はソフトウェアを実行できなくなります
。
図 8 – 別のサーバーへのソフトウェア ライセンスの再割り当て
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マイクロソフト ボリューム ライセンスのお客様は、従来のライセンスと更新されたライセンスのどちらをご利用の場合も Microsoft サーバー製品のライセンス モデルで製品のソフトウェア ライセンスの再割り当てを行うことができますが、短期的な再割り当ては不可能です。“短期的”とは、最後の割り当てから 90 日以内の頻度で割り当てまたは再割り当てを行う場合を指します。ハードウェアが故障したためサーバーを廃棄する場合は、この期間内でも再割り当てを行うことができます。次の図 8 では、たとえば、サーバー A がハードウェアの致命的な故障によって廃棄される場合、Windows Server と Exchange Server のライセンスを、故障を理由にサーバー C に再割り当てすることができます。
II.b. – 単一ライセンスでは、ソフトウェアを複数の OS 環境で使用できない
マイクロソフトでは、既存のライセンスおよび新規のライセンスについて、特定の製品の使用権によって明示的に許可されている場合を除き、単一ライセンスでは複数の OS 環境でソフトウェアを実行できないことを明示しています。これは、OS 環境が同一サーバー上にある場合も同様です。たとえば、Windows Small Business Server 2003 Premium Edition (SBS Premium) には、Windows Server 2003 テクノロジ、Exchange Server 2003 テクノロジ、および SQL Server 2000 テクノロジが搭載されています。単一ライセンスがサーバーに割り当てられている場合、そのソフトウェアのインスタンスを実行できるのは、そのサーバー上にある 1 つの OS 環境に限られます。ソフトウェアは、実行される OS 環境を問わず、一体として実行されする必要があります (図 9 - A)。SBS Premium に含まれるテクノロジを 3 つの OS 環境に分割するには、サーバーに 3 つの SBS Premium ライセンスを割り当てる必要があります (図 9 - B)。この例では SBS Premium の使用について説明していますが、同じルールがすべての製品のライセンスに当てはまります。たとえば、SQL Server 2005 Enterprise Edition には、Reporting Service や Analysis Service などの多くのテクノロジが搭載されています。サーバー/CAL モデルのライセンスを取得した SQL Server 2005 の単一ライセンスでは、SQL Server 2005 のすべてのインスタンスをサーバー上の単一の OS 環境で実行する必要があります。
図 9 – 単一ライセンスでは、ソフトウェアを複数の OS 環境で実行できない
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ll.c. – インスタンスごとや OS 環境ごとでなく、サーバーごとに供与されるエクスターナル コネクタ ライセンス (EC) 
更新内容をわかりやすく示すため、更新されたライセンス モデル (更新されたライセンス) についての説明を、従来のライセンス モデル (従来のライセンス) と対比しながら進めていきます。
従来のライセンス
マイクロソフトのサーバー OS ライセンス モデルおよびサーバー/CAL ライセンス モデルの製品使用権においては、各 EC で、単一サーバー上のサーバー ソフトウェアのコピーに任意の数の外部ユーザーがアクセスできます。外部ユーザーが EC を通してアクセスできるようにするサーバーには、ソフトウェアのコピーごとの EC が必要です。たとえば、次の図 10 では、サーバー A で実行される OS 環境 (物理 OS 環境とそれぞれの仮想 OS 環境を含む) ごとに、Windows Server 2003 EC が必要です。
図 10 - コピーごとに供与される EC ライセンス
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更新されたライセンス
サーバー OS ライセンス モデルとサーバー/CAL ライセンス モデルの製品では、VM テクノロジによって提供される統合のメリットを活用できるように、サーバーに割り当てられた各 EC を使用する任意の数の外部ユーザーが、そのサーバーにあるサーバー ソフトウェアの任意の数のインスタンスにアクセスできるようになっています
。ソフトウェアのインスタンスごと、またはそのサーバー上の OS 環境ごとに、別々の EC を取得する必要はありません。たとえば、次の図 11 では、サーバー A が Windows Server 2003 の複数のインスタンスを実行している場合でも、1 つの EC で任意の数の外部ユーザーがサーバー A の Windows Server 2003 にアクセスできます。Windows Server 2003 のそれらのインスタンスが、1 つのライセンスと複数のライセンスのどちらで実行されているかは問題ではありません。
図 11 - インスタンスごとまたは OS 環境ごとでなく、サーバーごとに供与される EC
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ll.d. – デバイスの OS 環境ごとではなくデバイスごとに供与されるデバイス クライアント アクセス ライセンス (CAL)
VM テクノロジによって提供されるメリットを活用できるように、マイクロソフトではサーバー OS ライセンス モデルおよびサーバー/CAL ライセンス モデルの製品に関し、従来と更新されたライセンス モデルを明示しています。クライアント デバイスなどのデバイスに割り当てられた個々のデバイス CAL で、そのデバイス上にある任意の数の OS 環境がサーバー ソフトウェアにアクセスできます
。そのデバイス上の OS 環境ごとに個別のデバイス CALを取得する必要はありません。たとえば、次の図 12 では、デバイス A が複数の OS 環境を実行し、それらの OS 環境がサーバー B の Windows Server 2003 に個別にアクセスしている場合でも、デバイス A に必要な CAL は 1 つだけです
。
図 12 - デバイスの OS 環境ごとではなくデバイスごとに供与されるデバイス CAL
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ll.e. – 管理 OS 環境ごとではなく管理デバイスごとに供与される管理ライセンス
デバイス上の複数の OS 環境を管理できるようにするために、マイクロソフトは管理サーバー ライセンスモデルの製品の、既存のライセンスおよび新規ライセンスのライセンス ポリシーを明示しています。管理デバイスにそれぞれの管理ライセンス (OML、CML など) を割り当てれば、その管理デバイス上にある任意の数の OS 環境をサーバー ソフトウェアで管理することができます
。管理デバイス上の各 OS 環境を管理するために、個別の管理ライセンスを取得する必要はありません
。たとえば、次の図 13 では、サーバー A が複数の OS 環境を実行し、サーバー B の Microsoft Operations Manager (MOM) がそれらの OS 環境を個別に管理している場合でも、サーバー A に必要な OML は 1 つだけです。
図 13 - 管理 OS 環境ごとではなく管理デバイスごとに供与される管理ライセンス
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ll.f – 仮想 OS 環境で使用する際は仮想プロセッサごとにライセンス供与されるプロセッサ ライセンス製品
更新内容をわかりやすく示すため、更新されたライセンス モデル (更新されたライセンス) についての説明を、従来のライセンス モデル (従来のライセンス) と対比しながら進めていきます。
従来のライセンス
マイクロソフトのプロセッサ ライセンス製品の使用権においては、ソフトウェアが物理 OS 環境と仮想 OS 環境のどちらで使用されていても、サーバー内の物理プロセッサごとにソフトウェア ライセンスが必要です。この使用権では、ハードウェアのパーティショニング テクノロジ、または物理プロセッサのサブセットを分離してソフトウェアを実行している場合など、 OS がそれらのプロセッサにアクセスできないようにするテクノロジについて、例外が認められています
。しかし一般に、VM テクノロジはこの例外には該当しません。OS 環境を物理プロセッサのサブセットのみに分離することができないためです。
たとえば、次の図 14 では、Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスを実行している物理 OS 環境が、サーバー A の 4 つの物理プロセッサをすべて使用しています。Virtual Server を使用し、各 VM は 1 つの仮想プロセッサに割り当てられて、個別の OS 環境を実行しています。それらの仮想 OS 環境のうち 2 つで SQL Server が実行され、その他の 2 つで BizTalk Server が実行されています。サーバー A には仮想プロセッサが 4 つあるため、プロセッサ モデルのライセンスを取得した SQL Server のソフトウェア ライセンス 4 つ、BizTalk Server のソフトウェア ライセンス 4 つが必要です
。VM テクノロジでは、特定の仮想 OS 環境が指定されたプロセッサに分離されることはありません。代わりに OS 環境を物理プロセッサから他の物理プロセッサへ “浮動” させ、4 つの物理プロセッサすべてのリソースを別々のタイミングで使用します。
図 14 - 物理プロセッサごとのプロセッサ ライセンス供与
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更新されたライセンス
VM テクノロジによって提供されるリソース割り当てのメリットを活用できるように、プロセッサ ライセンス モデルの製品はすべて仮想プロセッサごとにライセンス供与されます
。ソフトウェアを仮想 OS 環境で実行する場合、サーバー上のすべての物理プロセッサではなく、特定のサーバー上のそれらの仮想 OS 環境が使用する個々の仮想プロセッサ用に、ライセンスを取得する必要があります。物理 OS 環境でソフトウェアを実行する場合、従来のライセンスと同様に、物理 OS 環境によって使用される物理プロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。
プロセッサ ライセンス モデルは、Microsoft サーバー製品向けのその他のライセンス モデルとわずかに異なります。各ライセンスに関するサーバーでのソフトウェアの使用方法を定めるのではなく、正しくライセンス供与されたサーバーでソフトウェアをどのように使用できるかを定めています。サーバーへのライセンス供与を正しく行うには、そのサーバー上で実行するプロセッサ ライセンス製品ごとに、次の 3 つの手順を実行する必要があります。
1. ソフトウェアを実行する物理 OS 環境で使用されている、物理プロセッサの数を調べます。
2. ソフトウェアを実行する個々の仮想 OS 環境で使用されている、仮想プロセッサの数を調べます。
3. 物理プロセッサ数と仮想プロセッサ数を加算した数のライセンスを、ソフトウェアを実行するサーバーに割り当てます。
サーバーへのライセンス供与が正しく行われると、そのライセンス取得サーバーにおいて、任意の数の物理 OS 環境と仮想 OS 環境で任意の数のインスタンスを実行できるようになります。
従来のライセンスを使用するシナリオを見ると、更新されたライセンスのメリットがわかります。このライセンス供与においては、ハードウェアのパーティション分割と同様に、VM テクノロジはプロセッサを特定の負荷に割り当てて展開するための手段として扱われます。たとえば、次の図 15 でサーバー A の、プロセッサ モデルのライセンスを取得した SQL Server のライセンス数を数えるには、次の手順に従います。
1. 手順 1 - 物理 OS 環境で実行されている SQL Server のインスタンスがない。この手順でのカウントはゼロです。
2. 手順 2 - 2 つの別々の仮想 OS 環境で SQL Server のインスタンスが実行されている。それらの仮想 OS 環境のそれぞれが、1 つの仮想プロセッサを使用している。この手順でのカウントは 2 です。
3. 手順 3 - SQL Server 用としてのサーバー A へのライセンス供与を正しく行うには、サーバーに 2 つの SQL Server ライセンスを割り当てる必要があります。
図 15 - 仮想プロセッサごとのプロセッサ ライセンス供与
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同様に、前の図 15 でサーバー A の BizTalk Server のライセンス数を合計するには、次の手順に従います。
1. 手順 1 - 物理 OS 環境で実行されている BizTalk Server のインスタンスがない。この手順でのカウントはゼロです。
2. 手順 2 - 2 つの別々の仮想 OS 環境で BizTalk Server のインスタンスが実行されている。それらの仮想 OS 環境のそれぞれが、1 つの仮想プロセッサを使用している。この手順でのカウントは 2 です。
3. 手順 3 - BizTalk Server 用としてのサーバー A へのライセンス供与を正しく行うには、サーバーに 2 つの BizTalk Server ライセンスを割り当てる必要があります。
従来のライセンスでは SQL Server に 4 つのライセンス、BizTalk Server に 4 つのライセンスが必要であったのに対し、更新されたライセンスで必要なライセンスはそれぞれ 2 つだけです
, 
。必要なライセンスの数は、特定の OS 環境で実行されているソフトウェアのインスタンス数には影響されません。そのソフトウェアを実行している各 OS 環境が使用する物理プロセッサまたは仮想 プロセッサの数によって決まります。
VM テクノロジを使用して、サーバー内にある物理プロセッサの総数を超える数の仮想プロセッサを、仮想 OS 環境に割り当てることもできます。たとえば、次の図 16 では、SQL Server が 5 つの仮想 OS 環境で実行され、それぞれが仮想プロセッサを 1 つ使用しています。サーバー A に正しくライセンスを供与するため、サーバー A に 5 つの SQL Server ライセンスを割り当てる必要があります。
図 16 - 仮想プロセッサ数が物理プロセッサ数を超えた仮想 OS 環境
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VM テクノロジを使用していないサーバー上でプロセッサ ライセンス製品のインスタンスを実行するために必要なライセンスの数は、更新されたライセンスでも同じです。それらのインスタンスはサーバーの物理 OS 環境で実行され、そのサーバーの物理プロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。たとえば、次の図 17 では、サーバー内に物理プロセッサが 4 つあるので、SQL Server 用のプロセッサ ライセンスが 4 つ必要です。必要なライセンスの数は、特定の OS 環境で実行されているソフトウェアのインスタンス数には影響されません。そのソフトウェアを実行している各 OS 環境が使用する物理プロセッサまたは仮想プロセッサの数によって決まります。
図 17 - 物理 OS 環境で実行されているプロセッサ ライセンス製品
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仮想プロセッサは物理プロセッサと同数のコアとスレッドを持っている - 仮想プロセッサ数の各部分は完全な仮想プロセッサとしてカウントされる
このセクションの情報は、マルチコア プロセッサ システムでプロセッサ ライセンス製品を使用している場合のためのものです。信頼性とパフォーマンスを向上させるため、VM テクノロジでは、サーバー内にある別々の物理プロセッサのリソースを割り当てて、特定の OS 環境が使用できる仮想プロセッサを作成することができます。更新されたライセンスでは、仮想プロセッサは、その基にある物理ハードウェア システムの物理プロセッサと同じ数のスレッドとコアを持っているものと見なされます。マイクロソフトではこの定義を採用し、2004 年にマルチコア プロセッサ向けに公開したライセンス ポリシーのメリットをお客様が活用できるようにしています
。サーバー内の 1 つの物理プロセッサに 2 つのコアがある場合、ライセンスの目的から、それらのコアが別の物理プロセッサから割り当てられていときでも仮想プロセッサごとに 2 つのコアがあるものと見なされます。
たとえば、次の図 18 では、左側の仮想 OS 環境で使用されている仮想プロセッサに、物理プロセッサ 1 のコアと物理プロセッサ 2 のコアが割り当てられています。その仮想プロセッサは別の物理プロセッサのコアを使用していますが、サーバー内の物理プロセッサと同じ数のコアを持っているため、単一の仮想プロセッサであると見なされます。したがって、サーバー A では、プロセッサ モデルのライセンスを取得した SQL Server および BizTalk Server にライセンスが 1 つずつ必要になるだけです
。
図 18 - 仮想プロセッサへのコアの割り当て
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ただし、仮想 OS 環境で仮想プロセッサの一部だけを使用している場合、その部分を完全な仮想プロセッサとしてカウントします。たとえば、次の図 19 では、各仮想 OS 環境に 1 つだけコアを割り当てる場合でも、ライセンス要件に変わりはありません。SQL Server および BizTalk Server に、完全なライセンスが 1 つずつ必要です
。
図 19 - 仮想プロセッサの一部だけを使用する仮想 OS 環境
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ll.g. – 単一ライセンスで、サーバー上で Windows Server2003 R2 Enterprise Edition の複数のインスタンスを実行する
仮想化によるサーバー統合のメリットを活用できるように、Windows Server 2003 Enterprise Edition の単一ライセンスによって、1 つのサーバー上でソフトウェアの複数のインスタンスを実行できるようになっています。サーバーに割り当てられた Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition の個々のライセンスで、1 つの物理 OS 環境で 1 つのインスタンスを実行し、そのサーバー上の仮想 OS 環境で 4 つまでのインスタンスを実行することができます。さらに、仮想 OS 環境で、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition のインスタンスの代わりに Windows Server 2003 R2 Standard Edition のインスタンスを実行できます。たとえば、次の図 20 では、サーバー A は 5 つの別々の OS 環境で Windows Server 2003 R2 の別々のインスタンス 5 つを実行しています。サーバー A の物理 OS 環境は、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition のインスタンスを実行しています。サーバー A の 2 つの仮想 OS 環境で Windows Server 2003 R2 Standard Edition のインスタンスを実行し、残りの 2 つで Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition のインスタンスを実行しています。Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition のライセンスをサーバー A に割り当てると、単一ライセンスで、サーバー A で 5 つのインスタンスをすべて実行できます
。
図 20 - Windows Server 2003 R2 Enterprise Editon では、サーバー上でインスタンスを 5 つまで実行できる
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Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition の拡張された使用権は、次のライセンスには影響しません。
· Windows Server 2003 R2 Standard Edition

· Windows Server 2003 Standard Edition および Windows Server 2003 Enterprise Edition
一般に、これらの製品よりも Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition での方が、統合を簡単に行うことができます。これらの製品のライセンスをサーバーに割り当てる場合、ライセンス 1 つで実行できるインスタンスは 1 つです。また、Windows Server 2003 Enterprise Edition のライセンスで、代わりに Windows Server 2003 Standard Edition のインスタンスを実行することはできません。たとえば、前の図 20 では、サーバー A で実行されている Windows Server 2003 R2 Standard Edition、Windows Server 2003 Standard Edition、および Windows Server 2003 Enterprise Edition のそれぞれのインスタンスについて、個別のライセンスが必要です。
ll.h. – 単一ライセンスの OS 環境で、サーバー/CAL モデルのライセンスを取得した SQL Server2005 の、任意の数のインスタンスを実行する
SQL Server 2005 の柔軟性と価値を高めるため、マイクロソフトでは使用権を拡張し、お客様が Workgroup Edition および Standard Edition の単一ライセンスで SQL Server のマルチインスタンス機能を使用できるようにしています。このソフトウェアの従来のバージョンである、サーバー/CAL モデルのライセンスを取得した SQL Server 2000 の場合は、次のようになります。
· SQL Server 2000 Enterprise Edition では、単一ライセンスで、サーバー上の 1 つの OS 環境で無制限の数の SQL Server インスタンスを実行できます。複数の OS 環境でインスタンスを実行するには、追加のライセンスを取得する必要があります。
· SQL Server 2000 Workgroup Edition および SQL Server 2000 Standard Edition では、OS 環境で実行される SQL Server のインスタンスごとにライセンスを取得する必要があります。複数の OS 環境でインスタンスを実行するには、追加のライセンスを取得する必要があります。
たとえば、次の図 21 では、左側の仮想 OS 環境で SQL Server 2000 Enterprise Edition の 2 つのインスタンスを実行するために必要なのは、SQL Server 2000 Enterprise Edition のライセンス 1 つだけです。ただし、右側の仮想 OS 環境で SQL Server 2000 Standard Edition の 2 つのインスタンスを実行するには、SQL Server 2000 Standard Edition のライセンスが 2 つ必要です。
図 21 – サーバー/CAL モデルのライセンスを取得した SQL Server 2000
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サーバー/CAL ライセンス モデルのライセンスを取得した SQL Server 2005の場合は、次のようになります。
· SQL Server 2005 Workgroup Edition、SQL Server 2005 Standard Edition、および SQL Server 2005 Enterprise Edition では、単一ライセンスで、サーバー上の 1 つの OS 環境で無制限の数の SQL Server インスタンスを実行できます。複数の OS 環境でインスタンスを実行するには、追加のライセンスを取得する必要があります。
たとえば、次の図 22 では、右側の仮想 OS 環境で SQL Server 2005 Standard Edition のインスタンスを 2 つ実行するために必要なのは、SQL Server 2005 Standard Edition のライセンス 1 つだけです。SQL Server 2005 Workgroup Edition の場合も、同じ権利が発生します。
図 22 – サーバー/CAL ライセンス モデルのライセンスを取得した SQL Server 2005
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III. – 定義
サーバー: 「サーバー」とは、サーバー ソフトウェアを実行できる物理的なハードウェア システムを指します。ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムと見なされ、個別のサーバーとなります。[image: image29.png]
図 D1 - サーバーの種類
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インスタンス: ソフトウェアのセットアップまたはインストールの手順を実行し、ソフトウェアのインスタンスを作成します。既存のインスタンスを複製することでソフトウェアのインスタンスを作成することもできます。ソフトウェアのインスタンスは、ソフトウェアを構成する一連のファイルです。このインスタンスは実行可能形式で格納され、すぐに実行できます。
例: 
· ハード ディスクにインストールされた Windows Server 2003 は、Windows Server 2003 のインスタンスです。
· VHD ファイル (またはその他のイメージ フォーマット) にインストールされた Exchange Server は、Exchange Server のインスタンスです。
· Windows Server 2003 上にインストールされた Exchange Server を含む VHD ファイルには、Windows Server 2003 および Exchange Server のインスタンスが含まれています。その VHD ファイルをコピーすると、Windows Server 2003 のインスタンスと Exchange Server のインスタンスがそれぞれ 1 つずつ作成されます。その VHD ファイルをもう 1 つのサーバーに配置すると、Windows Server 2003 のインスタンスと Exchange Server のインスタンスがそのサーバーにそれぞれ 1 つずつ作成されます。
インスタンスの実行: ソフトウェアのインスタンスをメモリに読み込んで、その命令を 1 つ以上実行します。インスタンスを一度実行すると、そのインスタンスは、命令が実行されているか否かに関係なく、メモリから削除されるまで実行されているものと見なされます。
例: 
· 既存のインスタンスを単にコピーしただけでは実行されているとは見なされません。これは、命令がまだ実行されていないためです。
· Exchange Server のインスタンスをメモリに読み込み、命令の 1 つを実行すると、Exchange Server のインスタンスを実行していることになります。すべての実行リソースを別のアプリケーションに移すことでそのインスタンスの命令の実行を一時停止したとしても、Exchange Server のインスタンスはメモリに読み込まれたままとなっているため、そのインスタンスは実行されているものと見なされます。インスタンスの実行を停止するには、その命令の実行を終了し、メモリから完全に削除する必要があります。
ライセンスの割り当て: 「ライセンスの割り当て」とは、単にそのライセンスを 1 つのデバイスまたはユーザーに指定することを指します。この指定の目的は、複数のデバイスまたは複数のユーザーが 1 つのライセンスを同時に使用することを避けることにあります。
図 D2 - ライセンスの割り当て
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オペレーティング システム (OS) 環境: 「OS 環境」とは、OS の 1 つのインスタンスと、その OS 上で実行するように構成されているアプリケーションがある場合はそのアプリケーションのインスタンスです。OS 環境には、物理環境と仮想環境の 2 種類があります。物理 OS 環境は、物理ハードウェア システム上で直接実行するように構成されます。仮想 OS 環境は、仮想 (またはエミュレート) ハードウェア システム上で実行するように構成されます。物理ハードウェア システムは、次のいずれかまたは両方を持つことができます。
· 1 つの物理 OS 環境
· 1 つ以上の仮想 OS 環境
図 D3 - サーバー上の OS 環境の種類
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物理プロセッサおよび仮想プロセッサ: 「物理プロセッサ」とは、物理ハードウェア システム内のプロセッサを指します。物理 OS 環境では物理プロセッサが使用されます。「仮想 プロセッサ」とは、仮想 (またはエミュレート) ハードウェア システム内のプロセッサを指します。仮想 OS 環境では仮想プロセッサが使用されます。
図 D4 - 物理および仮想ハードウェア システムとリソース
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仮想プロセッサは、その基にある物理ハードウェア システムの物理プロセッサと同じ数のスレッドとコアを持っているものと見なされます。マイクロソフトではこの定義を採用し、2004 年にマルチコア プロセッサ向けに公開したライセンス ポリシーのメリットをお客様が活用できるようにしています
。信頼性とパフォーマンスを向上させるため、VM テクノロジでは、サーバー内にある別々の物理プロセッサのリソースを割り当てて、特定の OS 環境が使用できる仮想プロセッサを作成することができます。サーバー内の 1 つの物理プロセッサに 2 つのコアがある場合、ライセンスの目的から、それらのコアが別の物理プロセッサから割り当てられているときでも仮想プロセッサごとに 2 つのコアがあるものと見なされます。たとえば、次の図 D5 では、仮想プロセッサ 1 には物理プロセッサ 1 のコアと物理プロセッサ 2 のコアが割り当てられています。その仮想プロセッサは別の物理プロセッサのコアを使用していますが、サーバー内の物理プロセッサと同じ数のコアを持っているので、単一の仮想プロセッサのみであると見なされます
。
図 D5 - 仮想プロセッサへのコアの割り当て
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例: 
· サーバー B はデュアルコア プロセッサを搭載しているものとします。サーバー B 上の仮想 OS 環境で SQL Server (プロセッサ向けライセンスを取得) を実行している場合、ライセンスの目的から、仮想 OS 環境ごとに各仮想プロセッサは同様に 2 つ以下のコアを搭載することができます。それらのコアが同じ物理プロセッサから割り当てられているかどうかは問いません。
· サーバー C は 4 つのコア プロセッサを搭載しているものとします。サーバー C 上の仮想 OS 環境で BizTalk Server を実行している場合、ライセンスの目的から、仮想 OS 環境ごとに各仮想プロセッサは同様に 4 つ以下のコアを搭載することができます。それらのコアが同じ物理プロセッサから割り当てられているかどうかは問いません。
� ハードウェアのパーティショニング テクノロジは、1 つのハードウェア システム上で複数の OS 環境を実行するためにも使用できます。ただし、このテクノロジを使用できるのは主にハイエンド システムです。





� Intel のテクノロジは VTと呼ばれ、AMD のテクノロジは Pacifica と呼ばれます。


� Microsoft Virtual Server R2 で使用できるその他の機能、メリット、およびシナリオについては、�HYPERLINK "http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/virtualserver/default.mspx"��ここ�をクリックしてください。


� Virtual Server では VHD フォーマットが使用されます。他のベンダのテクノロジでは別のフォーマットが採用されていることがあります。


� マルチコア プロセッサおよびマルチコア プロセッサ向け Microsoft ライセンス ポリシーの詳細については、�HYPERLINK "http://download.microsoft.com/download/5/8/f/58fce148-01d7-457d-9a8b-52df61fb27ba/multi_core_lic102504.pdf"��ここ�をクリックしてください。


� 説明のため、この例のライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスを表していません。


� 注 8 を参照してください。また、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition に関する下の例と詳細にあるように、各ライセンスにより、サーバーでソフトウェアの複数のインスタンスを実行する許可が与えられます。


� 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。このホワイト ペーパーの末尾に、サーバーの定義を記載しています。


� ソフトウェアのインスタンスの作成は、ソフトウェアのインスタンスを実行する権利の行使の一部としてのみ許可されます。たとえば、組織外へのソフトウェアの配布を可能にする目的で、ソフトウェアのインスタンスを作成することはできません。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。また、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition に関する下の例と詳細にあるように、各ライセンスにより、サーバーでソフトウェアの複数のインスタンスを実行する許可が与えられます。





� 図 7 のケースでは、多くの場合、サーバー A とサーバー B は Virtual Server または他の VM テクノロジを実行しています。説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。


� ソフトウェア ライセンスに従って実行できるのは、同じバージョン、同じエディションのソフトウェアのインスタンスに限られます。たとえば、SQL Server 2000 Standard Edition ライセンスをサーバーに割り当てた場合、SQL Server 2005 または SQL Server 2000 Enterprise Edition を実行することはできません。そのライセンスのダウングレード権を行使できる場合は、ソフトウェアの現行バージョンの代わりに以前のバージョンを実行することもできます。


� 図 8 のケースでは、多くの場合、サーバー A とサーバー B は Virtual Server または他の VM テクノロジを実行しています。説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。


� 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。このホワイト ペーパーの末尾に、サーバーの定義を記載しています。


� 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。このホワイト ペーパーの末尾に、サーバーの定義を記載しています。


� VM テクノロジを使用する場合でも、マルチプレキシング (多重化) のルールが CAL に適用されます。図 12 では、複数のデバイスまたはユーザーへのアクセスのプールにデバイス B が使用されている場合、それらのエンド ユーザーとデバイスごとに CAL が必要です。PUR の「共通の使用条件」にある「マルチプレキシング (多重化)」を参照してください。





� 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。このホワイト ペーパーの末尾に、サーバーの定義を記載しています。


� VM テクノロジを使用する場合でも、マルチプレキシング (多重化) のルールが管理ライセンスに適用されます。図 13 では、複数のデバイスの管理をプールするためにサーバー A を使用する場合、それらのエンド デバイスごとに管理ライセンスが必要です。PUR の「共通の使用条件」にある「マルチプレキシング (多重化)」を参照してください。


� この種類のライセンス供与においては、各ハードウェア パーティションが別々のハードウェア システム、つまり別々のサーバーとして扱われます。このホワイト ペーパーの末尾に、サーバーの定義を記載しています。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。また、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition に関する下の例と詳細にあるように、各ライセンスにより、サーバーでソフトウェアの複数のインスタンスを実行する許可が与えられます。


� このホワイト ペーパーの末尾に、物理プロセッサと仮想プロセッサの定義を記載しています。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。また、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition に関する下の例と詳細にあるように、各ライセンスにより、サーバーでソフトウェアの複数のインスタンスを実行する許可が与えられます。


� 各ハードウェアのパーティションまたはブレードは個別の物理ハードウェア システムであるため、個別のサーバーと見なされます。このホワイト ペーパーの末尾に、サーバーの定義を記載しています。


� このポリシーの詳細については、�HYPERLINK "http://download.microsoft.com/download/5/8/f/58fce148-01d7-457d-9a8b-52df61fb27ba/multi_core_lic102504.pdf"��ここ�をクリックしてください。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。以下に示す Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition の詳細および事例も参照してください。各ライセンスでは、サーバー上にあるソフトウェアの複数のインスタンスを実行できます。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server 2003 および Virtual Server のインスタンスは表示していません。また、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition に関する下の例と詳細にあるように、各ライセンスにより、サーバーでソフトウェアの複数のインスタンスを実行する許可が与えられます。


� 図 20 では、Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition のライセンスで許可されている 5 つのインスタンスをすべて実行する場合、物理 OS 環境で実行されているインスタンスの役割は、Microsoft Virtual Server または他のハードウェア仮想化ソフトウェアを実行すること、およびソフトウェアを実行してサーバー A の OS 環境を管理および保守することに制限されます。図は、この使用について説明しています。物理 OS 環境で他のアプリーションを実行することはできません。


� このポリシーの詳細については、�HYPERLINK "http://download.microsoft.com/download/5/8/f/58fce148-01d7-457d-9a8b-52df61fb27ba/multi_core_lic102504.pdf"��ここ�をクリックしてください。


� 説明のため、この例およびイラストでのライセンス カウントは、物理 OS 環境における Windows Server および Virtual Server のインスタンスは表示していません。
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